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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送風手段および熱交換手段が収納された函体であって、該函体の前面の下面寄りの範囲
および下面の前面寄りの範囲に吹出口が形成された本体と、
　前記吹出口の前面側に傾動自在に配置された前フラップと、
　前記吹出口の下面側に傾動自在に配置された下フラップと、
　前記送風手段から前記吹出口に至る吹出風路を形成するファンケーシングと、
　前記前フラップを傾動する前傾動手段と、
　前記下フラップを傾動する下傾動手段と、
　前記前傾動手段および前記下傾動手段を制御する制御手段と、
　運転停止時に前記前フラップの前記吹出風路側に位置する前フラップ裏面に固定された
前フラップアームと、
　該前フラップアームの先端に設けられ、該前フラップアームを回転自在に支持する前フ
ラップ回転軸と、
　運転停止時に前記下フラップの前記吹出風路側に位置する下フラップ裏面に固定された
下フラップアームと、
　該下フラップアームの先端に設けられ、該下フラップアームを回転自在に支持する下フ
ラップ回転軸と、
を有し、
　前記制御手段が、運転停止時に、前記前フラップを前記前面と平行の姿勢にし、且つ、
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前記下フラップを前記下面と平行の姿勢にした際、前記前フラップの下方の先端である前
フラップ下端が、前記下フラップの前面側の先端である下フラップ前端に対向し、
　前記下フラップ前端が前記ファンケーシングの外側に向かって傾動した際の前記下フラ
ップの傾動範囲を規定する下ストッパーと、前記前フラップ下端が前記ファンケーシング
の内側に向かって傾動した際の前記前フラップの傾動範囲を規定する前ストッパーと、が
設けられ、
　前記制御手段が冷房運転開始時に、前記下フラップを前記下ストッパーに当接する方向
に傾動させて前記下ストッパーに当接させる第１ステップと、
　該第１ステップに続いて、前記ファンケーシング内において下フラップ裏面が下方を向
くように前記下フラップを前記下ストッパーから離れる方向に傾動させて、 前記下フラ
ップの前記下フラップ前端とは反対の端部である下フラップ後端を、前記下フラップ前端
よりも前記吹出口に近い位置に停止させる第２ステップと、
　該第２ステップに続いて、前記前フラップを前記前ストッパーに当接する方向に傾動さ
せて前記前ストッパーに当接させる第３ステップと、
　該第３ステップに続いて、前フラップ裏面が上方を向くように前記前フラップを前記前
ストッパーから離れる方向に傾動させて、前記前フラップ下端と前記下フラップ後端とが
所定の間隔を空けて対向し、前記前フラップが前記下フラップに対して滑らかに繋がる面
を形成する姿勢に停止させる第４ステップと、を実行させ、
　前記制御手段が暖房運転開始時に、前記第１ステップと同様に前記下フラップを前記下
ストッパーに当接する方向に傾動させて前記下ストッパーに当接させる第１１ステップと
、
　該第１１ステップに続いて、前記下フラップ裏面が上方を向くように前記下フラップを
前記下ストッパーから離れる方向に傾動させて、前記下フラップ前端が前記ファンケーシ
ングの外側に位置した姿勢に停止させる第１２ステップと、
　該第１２ステップに続いて、前記第３ステップと同様に前記前フラップを前記前ストッ
パーに当接する方向に傾動させて前記前ストッパーに当接させる第１３ステップと、
　該第１３ステップに続いて、前フラップ裏面が前面側の斜め上方を向くように前記前フ
ラップを前記前ストッパーから離れる方向に傾動させて、前記前フラップの前記前フラッ
プ下端とは反対の端部である前フラップ上端が、前記ファンケーシングの外側に位置した
姿勢に停止させ、前記下フラップ前端と前記前フラップ上端との間隔を前記下フラップ後
端と前記前フラップ下端との間隔よりも狭くする第１４ステップと、を実行させることを
特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項２】
　前記第２ステップにおける前記下フラップの傾動角度が、前記第１２ステップにおける
前記下フラップの傾動角度よりも大きく、かつ、前記第４ステップにおける前記前フラッ
プの傾動角度が、前記第１４ステップにおける前記前フラップの傾動角度よりも大きいこ
とを特徴とする請求項１記載の空気調和機の室内機。
【請求項３】
　前記制御手段が冷房運転終了時に、前記前フラップを前記前ストッパーに当接する方向
に傾動させて前記前ストッパーに当接させる第５ステップと、
　該第５ステップに続いて、前記前フラップを前記前ストッパーから離れる方向に傾動さ
せて、前記前面と平行になる姿勢に停止させる第６ステップと、
　該第６ステップに続いて、前記下フラップを前記下ストッパーに当接する方向に傾動さ
せて前記下ストッパーに当接させる第７ステップと、
　該第７ステップに続いて、前記下フラップを前記下ストッパーから離れる方向に傾動さ
せて、前記下フラップを前記下面と平行の姿勢に停止させる第８ステップと、を実行させ
、
　前記制御手段が暖房運転終了時に、前記第５ステップと同様に前記前フラップを前記前
ストッパーに当接する方向に傾動させて前記前ストッパーに当接させる第１５ステップと
、
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　該第１５ステップに続いて、前記前フラップを前記前ストッパーから離れる方向に傾動
させて、前記前面と平行になる姿勢に停止させる第１６ステップと、
　該第１６ステップに続いて、前記第７ステップと同様に前記下フラップを前記下ストッ
パーに当接する方向に傾動させて前記下ストッパーに当接させる第１７ステップと、
　該第１７ステップに続いて、前記下フラップを前記下ストッパーから離れる方向に傾動
させて、前記下フラップを前記下面と平行の姿勢に停止させる第１８ステップと、を実行
させることを特徴とする請求項１または２記載の空気調和機の室内機。
【請求項４】
　前記前フラップ下端から前記前フラップ上端までの長さが、前記下フラップ前端から前
記下フラップ後端までの長さよりも長いことを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記
載の空気調和機の室内機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は空気調和機の室内機、特に、吹出口に風向板を有する空気調和機の室内機に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空気調和機の室内機（室内ユニットに同じ）において、吹出口の開口縁に露が付
着しないように、吹出流路の長さを十分に確保する発明が開示されている（例えば、特許
文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平５－２７２７９９号公報（第３－４頁、図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示された空気調和機の室内機は、吹出口を開閉する一対の吹出壁を設け
たものであって、かかる吹出壁は吹出口の開口高さの中間を境として上下方向に観音開き
式に開閉するから、吹出口の開口縁への露の付着を抑えることができるものである。
　しかしながら、冷房運転時（開口時）には、上方に配置された吹出壁の下面と下方に配
置された吹出壁の上面とが略平行になって風路を形成し、吹出壁自体が冷却されることか
ら、上方に配置された吹出壁の上面（風路の裏面）と下方に配置された吹出壁の下面（風
路の裏面）とに露が付着するという問題があった。そして、室内への露の滴下によって快
適性が損なわれていた。
【０００５】
　本発明は、前記問題を解決するためになされたものであって、吹出口自体および吹出口
に設置された吹出壁（風向き板）への露の付着を防止することができる空気調和機の室内
機を得るものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る空気調和機の室内機は、送風手段および熱交換手段が収納された函体であ
って、該函体の前面の下面寄りの範囲および下面の前面寄りの範囲に吹出口が形成された
本体と、前記吹出口の前面側に傾動自在に配置された前フラップと、前記吹出口の下面側
に傾動自在に配置された下フラップと、前記送風手段から前記吹出口に至る吹出風路を形
成するファンケーシングと、前記前フラップを傾動する前傾動手段と、前記下フラップを
傾動する下傾動手段と、前記前傾動手段および前記下傾動手段を制御する制御手段と、運
転停止時に前記前フラップの前記吹出風路側に位置する前フラップ裏面に固定された前フ
ラップアームと、該前フラップアームの先端に設けられ、該前フラップアームを回転自在



(4) JP 5279622 B2 2013.9.4

10

20

30

40

50

に支持する前フラップ回転軸と、運転停止時に前記下フラップの前記吹出風路側に位置す
る下フラップ裏面に固定された下フラップアームと、該下フラップアームの先端に設けら
れ、該下フラップアームを回転自在に支持する下フラップ回転軸と、を有し、前記制御手
段が、運転停止時に、前記前フラップを前記前面と平行の姿勢にし、且つ、前記下フラッ
プを前記下面と平行の姿勢にした際、前記前フラップの下方の先端である前フラップ下端
が、前記下フラップの前面側の先端である下フラップ前端に対向し、前記下フラップ前端
が前記ファンケーシングの外側に向かって傾動した際の前記下フラップの傾動範囲を規定
する下ストッパーと、前記前フラップ下端が前記ファンケーシングの内側に向かって傾動
した際の前記前フラップの傾動範囲を規定する前ストッパーと、が設けられ、前記制御手
段が冷房運転開始時に、前記下フラップを前記下ストッパーに当接する方向に傾動させて
前記下ストッパーに当接させる第１ステップと、該第１ステップに続いて、前記ファンケ
ーシング内において下フラップ裏面が下方を向くように前記下フラップを前記下ストッパ
ーから離れる方向に傾動させて、 前記下フラップの前記下フラップ前端とは反対の端部
である下フラップ後端を、前記下フラップ前端よりも前記吹出口に近い位置に停止させる
第２ステップと、
　該第２ステップに続いて、前記前フラップを前記前ストッパーに当接する方向に傾動さ
せて前記前ストッパーに当接させる第３ステップと、該第３ステップに続いて、前フラッ
プ裏面が上方を向くように前記前フラップを前記前ストッパーから離れる方向に傾動させ
て、前記前フラップ下端と前記下フラップ後端とが所定の間隔を空けて対向し、前記前フ
ラップが前記下フラップに対して滑らかに繋がる面を形成する姿勢に停止させる第４ステ
ップと、を実行させ、前記制御手段が暖房運転開始時に、前記第１ステップと同様に前記
下フラップを前記下ストッパーに当接する方向に傾動させて前記下ストッパーに当接させ
る第１１ステップと、該第１１ステップに続いて、前記下フラップ裏面が上方を向くよう
に前記下フラップを前記下ストッパーから離れる方向に傾動させて、前記下フラップ前端
が前記ファンケーシングの外側に位置した姿勢に停止させる第１２ステップと、該第１２
ステップに続いて、前記第３ステップと同様に前記前フラップを前記前ストッパーに当接
する方向に傾動させて前記前ストッパーに当接させる第１３ステップと、該第１３ステッ
プに続いて、前フラップ裏面が前面側の斜め上方を向くように前記前フラップを前記前ス
トッパーから離れる方向に傾動させて、前記前フラップの前記前フラップ下端とは反対の
端部である前フラップ上端が、前記ファンケーシングの外側に位置した姿勢に停止させ、
前記下フラップ前端と前記前フラップ上端との間隔を前記下フラップ後端と前記前フラッ
プ下端との間隔よりも狭くする第１４ステップと、を実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る空気調和機の室内機は、制御手段が前傾動手段および下傾動手段を制御し
て、前フラップと下フラップとが、吹出風路内において所定の間隔を空けて滑らかに繋が
る面を形成する姿勢に停止するようにするから、所定の方向（たとえば、略水平方向）に
冷却された空気を吹き出すことができる。このとき、前フラップの表面および裏面と下フ
ラップの表面および裏面とは、何れも吹き出される空気（冷風）に晒されるから、露が付
着することがない。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の室内機を説明する正面図。
【図２】図１に示す室内機を示す斜視図。
【図３】図１に示す室内機を示す側面視の断面図。
【図４】図１に示す室内機の一部を透過して示す斜視図。
【図５】図１に示す室内機の冷房運転時の上下風向板の動作を示すフローチャート。
【図６】図１に示す室内機の冷房運転開始時の上下風向板の動作を示す側面図。
【図７】図１に示す室内機の冷房運転停止時の上下風向板の動作を示す側面図。
【図８】図１に示す室内機の暖房運転時の上下風向板の動作を示すフローチャート。
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【図９】図１に示す室内機の暖房運転開始時の上下風向板の動作示す側面図。
【図１０】図１に示す室内機の暖房運転停止時の上下風向板の動作を示す側面図。
【図１１】図１に示す室内機の傾動機構その１を構成する構成部材を分解して示す斜視図
。
【図１２】図１１に示す傾動機構その１の構成部材の動作を示す側面図。
【図１３】図１１に示す傾動機構その１の構成部材の動作を示す側面図。
【図１４】図１１に示す傾動機構その１の構成部材の動作を示す側面図。
【図１５】図１に示す室内機の傾動機構その２を構成する構成部材を分解して示す斜視図
。
【図１６】図１５に示す傾動機構その２の構成部材の動作を示す側面図。
【図１７】図１５に示す傾動機構その２の構成部材の動作を示す側面図。
【図１８】図１５に示す傾動機構その２の構成部材の動作を示す側面図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　［実施の形態１］
　（空気調和機の室内機）
　図１～図１０は本発明の実施の形態１に係る空気調和機の室内機を説明するものであっ
て、図１は正面図、図２は斜視図、図３は側面視の断面図、図４は一部を透過して示す斜
視図、図５は冷房運転時の上下風向板の動作を示すフローチャート、図６は冷房運転開始
時の上下風向板の動作を模式的に示す側面図、図７は冷房運転停止時の上下風向板の動作
を模式的に示す側面図、図８は暖房運転時の上下風向板の動作を示すフローチャート、図
９は暖房運転開始時の上下風向板の動作を模式的に示す側面図、図１０は暖房運転停止時
の上下風向板の動作を模式的に示す側面図である。なお、各図は模式的に描いたものであ
って、本発明は図示された形態に限定するものではない。
【００１０】
　図１～図４において、空気調和機の室内機（以下「室内機」と称す）１は、函状の本体
１０と、本体１０の内部に収納された送風ファン２０と、送風ファン２０の一部に対向し
て配置された熱交換器３０と、本体１０の前面（図３において左側）開口部を覆う前パネ
ル（正確には、本体１０の側面の一部も覆っている、意匠パネルに同じ）４０と、を有し
ている。
【００１１】
　（吹出口）
　本体１０は、後面（図３において右側）が室内の壁等に設置されるものであって、上面
（図３において上側）には、室内空気を吸引するための吸込口５０と、内部には、送風フ
ァン２０からの吹出風路を形成するためのファンケーシング６０を有している。
　ファンケーシング６０は、前面開口部側に配置されたケーシング前部材（ケーシング前
板に同じ）６１と、後面側に配置されたケーシング後部材（ケーシング後板に同じ）６２
と、側面を形成する隔壁８０（図１１参照）とによって挟まれた所定幅の空間である。そ
して、ファンケーシング６０の終端、すなわち、下面（図３において下側）の前面側の側
縁と、前パネル４０の下側の側縁との間に形成される隙間が、吹出口６３になっている。
【００１２】
　（上下風向板）
　さらに、吹出口６３には上下風向板として、前面側に前フラップ１００と、後面側に下
フラップ２００と、が傾動自在に設置されている。
　前フラップ１００の前フラップ裏面１００ｂには所定間隔で前フラップアーム１０１が
設置され、前フラップアーム１０１には前フラップ回転軸１０２が設置されている。一方
、ケーシング前部材６１にはケーシングフランジ６４が設置され、ケーシングフランジ６
４にはケーシング軸受６５が設置されている。そして、前フラップ回転軸１０２がケーシ
ング軸受６５に回転自在に軸支されている。
　同様に、下フラップ２００の下フラップ裏面２００ｂには所定間隔で下フラップアーム
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２０１が設置され、下フラップアーム２０１には下フラップ回転軸２０２が設置されてい
る。一方、吹出口６３に図示しないケーシングフランジが設置され、該ケーシングフラン
ジにケーシング軸受が設置されている。そして、下フラップ回転軸２０２が当該ケーシン
グ軸受に回転自在に軸支されている。
【００１３】
　さらに、前フラップ１００がファンケーシング６０の内側に向かって（反時計回りに）
傾動した際の傾動範囲を規定する前ストッパー１６０と、下フラップ２００がファンケー
シング６０の外側に向かって（反時計回りに）傾動した際の傾動範囲を規定する下ストッ
パー２６０と、が設けられている。なお、前ストッパー１６０および下ストッパー２６０
の構造は限定するものではなく、前フラップ１００および下フラップ２００がそれぞれ当
接する構造でも、あるいは前フラップ回転軸１０２に設けた突起や段差および下フラップ
回転軸２０２に設けた突起や段差が当接する構造であってもよい。
　以下、理解を容易にするため、ケーシング前部材６１に設けられ、前フラップ１００が
最大に傾動した際に当接する前ストッパー１６０と、ケーシング後部材６２に設けられ、
下フラップ２００が最大に傾動した際に当接する下ストッパー２６０と、を例示して説明
する。
　また、図示しない制御手段は、傾動機構（図示しない）を制御して、前フラップ１００
および下フラップ２００を、それぞれ独立に傾動されるものである。なお、傾動機構につ
いては別途詳細に説明する。
【００１４】
　（運転停止時の状態）
　図６の（ａ）において、図示しない制御装置は運転停止時に、前フラップ１００を前パ
ネル４０と略平行の姿勢にしている。このとき、前フラップ裏面１００ｂはファンケーシ
ング６０側に位置し、前フラップ表面１００ａが外側（前側）に位置して室内から視認可
能になっている。
　また、下フラップ２００は下面７０と略平行の姿勢にされ、下フラップ裏面２００ｂは
ファンケーシング６０側に位置し、下フラップ表面２００ａが外側（下側）に位置して室
内から視認可能になっている。
　なお、図６の（ａ）は部材の大きさと誇張して描いているため、前フラップ１００の下
側の縁と、下フラップ２００の前面側の縁との間に隙間があるが、かかる隙間は両者が干
渉しない程度に近接しているものである。したがって、吹出口６３は前フラップ１００お
よび下フラップ２００によって閉じられているから、美観が保たれている。
【００１５】
　（冷房運転開始時の動作）
　次に、冷房運転開始時の動作について、図５および図６を参照して説明する。
　図６の（ｂ）において、制御装置に冷房運転を開始する旨の信号が入力されると（図５
のＳＳ１）、制御装置は、まず、下フラップ回転軸２０２を下フラップが下ストッパー２
６０に当接する方向（図６において反時計回り）に傾動させて下ストッパー２６０に当接
させる（図５のＳ１）。
　このとき、下フラップ回転軸２０２はクラッチ機構（すべり機構）を介して回転される
から、下フラップ２００が下ストッパー２６０に当接した後、過剰に回転されることがな
い。したがって、運転停止時に、下フラップ２００の姿勢が変化（僅かに傾動する等）し
た場合でも、下ストッパー２６０に当接することによって、正確に位置決めされる。
【００１６】
　図６の（ｃ）において、次に、下フラップ回転軸２０２を下フラップ２００が下ストッ
パー２６０から離れる方向（時計回り）に所定の角度Ａ２だけ回転させて、ファンケーシ
ング６０内に停止させる（図５のＳ２）。
　このとき、下フラップ２００は、ケーシング前部材６１とケーシング後部材６２との略
中間にあって、下フラップ表面２００ａが上方に位置し、水平方向に対して所定の角度だ
け傾斜した姿勢に固定されている。
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【００１７】
　図６の（ｄ）において、今度は、前フラップ回転軸１０２を前フラップ１００が前スト
ッパー１６０に当接する方向（反時計回り）に回転させて、前ストッパー１６０に当接さ
せる（図５のＳ３）。
　このとき、下フラップ回転軸２０２と同様に、前フラップ回転軸１０２もクラッチ機構
（すべり機構）を介して回転されるから、前フラップ１００が前ストッパー１６０に当接
した後、過剰に回転されることがない。したがって、運転停止時に、前フラップ１００の
姿勢が変化（僅かに傾動する等）した場合でも、前ストッパー１６０に当接することによ
って、正確に位置決めされる。
【００１８】
　図６の（ｅ）において、さらに、前フラップ回転軸１０２を前フラップ１００が前スト
ッパー１６０から離れる方向（時計回り）に所定の角度Ａ４だけ回転させて、ファンケー
シング６０内に停止させる（図５のＳ４）。
　このとき、前フラップ１００は、ケーシング前部材６１とケーシング後部材６２との略
中間にあって、前フラップ表面１００ａが下方を向き、下フラップよりも水平方向に近い
角度だけ傾斜した姿勢に固定されている。
　すなわち、下フラップ２００と前フラップ１００とは、端縁同士の間に隙間があるもの
の、両者は略同一曲面（正確には、僅かに屈曲した屈曲面）を形成するように段差なく滑
らかに配置されている。したがって、下フラップ表面２００ａに沿って流れた空気は、引
き続き前フラップ裏面１００ｂに沿って流れ、下フラップ裏面２００ｂに沿って流れた空
気は、引き続き前フラップ表面１００ａに沿って流れる。
【００１９】
　よって、下フラップ表面２００ａおよび下フラップ裏面２００ｂ、並びに、前フラップ
表面１００ａおよび前フラップ裏面１００ｂは、何れも冷却された空気の流れに晒される
から、これらに露が付着することがない。よって、室内に露が滴下することがなくなり、
快適性が向上する。
　また、略水平方向の略同一曲面を形成した下フラップ２００と前フラップ１００とによ
って、冷却された空気が略水平方向に吹き出されるから、送風ファン２０の負荷を増すこ
となく、室内機１から遠い所にまで冷気が届き、室内を広い範囲に渡って冷却することが
できる。
　よって、室内の温度ムラが緩和されるから、室内機１から遠い所の温度を下げるために
、設定温度を過剰に低くして、送風ファン２０や熱交換器３０（正確には、熱交換器３０
に冷熱を供給する冷凍サイクル）の負担を増す必要がなくなり、省エネ効果が得られる。
一方、室内機１に近い所の温度が過剰に低くなることがなくなるから、快適性が向上する
。
【００２０】
　なお、以上は、下フラップ２００を下ストッパー２６０に当接させてから吹出風路内に
停止させ、その後に、前フラップ１００を前ストッパー１６０に当接させてから吹出風路
内に停止しているが、本発明はこれに限定するものではなく、何れを先に実行してもよい
。たとえば、下フラップ２００および前フラップ１００をそれぞれ下ストッパー２６０お
よび前ストッパー１６０に当接させた後、両者を吹出風路内に停止させても、前フラップ
１００を前ストッパー１６０に当接させた後、下フラップ２００を下ストッパー２６０に
当接させてもよい。
　さらに、運転停止中に後、下フラップ２００あるいは前フラップ１００の姿勢が変動し
ない場合等には、下フラップ２００あるいは前フラップ１００をそれぞれ下ストッパー２
６０および前ストッパー１６０に当接させるステップを省略してもよい。
【００２１】
　（冷房運転終了時の動作）
　次に、冷房運転終了時の動作について説明する、動作冷房運転終了時の動作は冷房運転
開始時の動作を順番を逆にして実行するものである。
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　図７の（ａ）は図６の（ｅ）に同じであって、冷房運転の終了直前の姿勢を示している
。
　図７の（ｂ）において、制御手段に冷房運転終了の信号が入力されると（図５のＳＳ２
）、制御手段は、まず、前フラップ回転軸１０２を前フラップ１００が前ストッパー１６
０に当接する方向（反時計回り）に回転動させて、前フラップ１００を前ストッパー１６
０に当接させる（図５のＳ５）。
　図７の（ｃ）において、前フラップ回転軸１０２を前ストッパー１６０から離れる方向
（時計回り）に所定の角度Ａ６だけ回転させて、前パネル４０と平行になる姿勢に停止さ
せる（図５のＳ６）。
【００２２】
　図７の（ｄ）において、今度は、下フラップ回転軸２０２を下フラップ２００が下スト
ッパー２６０に当接する方向に回転させて、下フラップ２００を下ストッパー２６０に当
接させる（図５のＳ７）。
　図７の（ｅ）において、最後に、下フラップ回転軸２０２を下フラップ２００が下スト
ッパー２６０から離れる方向（時計回り）に所定の角度Ａ８だけ回転させて、下フラップ
２００を下面７０と平行の姿勢に停止させる（図５のＳ８）。
【００２３】
　このとき、冷房運転開始時の動作と同様に、前フラップ１００および下フラップ２００
は、それぞれ前ストッパー１６０および下ストッパー２６０に当接した後、傾動されるか
ら、運転時に、前フラップ１００および下フラップ２００の姿勢が変化（僅かに傾動する
等）した場合でも、正規の運転停止時の姿勢（図６の（ａ）参照）に停止する。よって、
室内機１の吹出口６３は閉じられ、美観が保たれる。
　なお、前記各ステップの順番が限定されないことや、下フラップ２００あるいは前フラ
ップ１００をそれぞれ下ストッパー２６０および前ストッパー１６０に当接させるステッ
プを省略してもよいことは、冷房運転開始時の動作に同じである。
【００２４】
　（暖房運転開始時の動作）
　次に、暖房運転開始時の動作について、図８および図９を参照して説明する。
　図９の（ａ）は、運転停止時を示すもので、図６の（ａ）に同じである。
　図９の（ｂ）において、制御手段に暖房運転開始の信号が入力されると（図８のＳＳ１
１）、制御手段は、まず、下フラップ回転軸２０２を下フラップが下ストッパー２６０に
当接する方向（図５において反時計回り）に傾動させて下ストッパー２６０に当接させる
（図８のＳ１１）。
【００２５】
　図９の（ｃ）において、次に、下フラップ回転軸２０２を下フラップ２００が下ストッ
パー２６０から離れる方向（時計回り）に所定の角度Ｂ２だけ回転させて、吹出口６３を
横切る姿勢に停止させる（図８のＳ１２）。
　このとき、下フラップ２００はケーシング後部材を滑らかに延長した仮想面に略平行（
前面側が下方になるように傾斜している）であって、下フラップ裏面２００ｂが上方に位
置している。
【００２６】
　図９の（ｄ）において、前フラップ１００を前ストッパー１６０に当接する方向（反時
計回り）に傾動させて前ストッパー１６０に当接させる（図８のＳ１３）。
　図９の（ｅ）において、そして、前フラップ１００を前ストッパー１６０から離れる方
向（時計回り）に所定の角度Ｂ４だけ傾動させて、下フラップ２００に対向して、風流れ
の下流になる程近づく姿勢に停止させる（図８のＳ１４）。
【００２７】
　このとき、前フラップ１００は、下フラップ２００よりも大きく傾斜し（より鉛直に近
い姿勢に同じ）、前フラップ表面１００ａが下方を向いている。したがって、前フラップ
表面１００ａと下フラップ裏面２００ｂとによって、風流れの下流になる程狭くなる風路
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が形成されている。
　よって、室内機１から下方に向けて勢い良く加熱された空気が吹き出される。暖気が天
井側に籠もることもなく、室内を温度ムラなく暖房することができる。
　なお、下フラップ２００の角度Ｂ２、Ｂ４の値は限定するものではなく、使用者によっ
て適宜設定されたり、所定の時間サイクルで変動したりしてもよい。また、暖房運転中、
下フラップ２００が下ストッパー２６０に当接したまま、すなわち「Ｂ２＝０°」、ある
いは、前フラップ１００が前ストッパー１６０に当接したまま、すなわち「Ｂ４＝０°」
であってもよい。
　なお、前記各ステップの順番が限定されないことや、下フラップ２００あるいは前フラ
ップ１００をそれぞれ下ストッパー２６０および前ストッパー１６０に当接させるステッ
プを省略してもよいことは、冷房運転開始時の動作に同じである。
【００２８】
　（暖房運転終了時の動作）
　なお、暖房運転終了時の動作は、冷房運転終了時の動作（図７参照）に準じる。
　図１０の（ａ）は図９の（ｅ）に同じであって、暖房運転の終了直前の姿勢を示してい
る。
　図１０の（ｂ）において、制御手段に暖房運転終了の信号が入力されると（図８のＳＳ
１２）、制御手段は、まず、前フラップ回転軸１０２を前フラップ１００が前ストッパー
１６０に当接する方向（反時計回り）に回転動させて、前フラップ１００を前ストッパー
１６０に当接させる（図８のＳ１５）。
　図１０の（ｃ）において、前フラップ回転軸１０２を前ストッパー１６０から離れる方
向（時計回り）に所定の角度Ｂ６だけ回転させて、前パネル４０と平行になる姿勢に停止
させる（図８のＳ１６）。
【００２９】
　図１０の（ｄ）において、今度は、下フラップ回転軸２０２を下フラップ２００が下ス
トッパー２６０に当接する方向に回転させて、下フラップ２００を下ストッパー２６０に
当接させる（図８のＳ１７）。
　図１０の（ｅ）において、最後に、下フラップ回転軸２０２を下フラップ２００が下ス
トッパー２６０から離れる方向（時計回り）に所定の角度Ｂ８だけ回転させて、下フラッ
プ２００を下面７０と平行の姿勢に停止させる（図８のＳ１８）。
【００３０】
　このとき、暖房運転開始時の動作と同様に、前フラップ１００および下フラップ２００
は、それぞれ前ストッパー１６０および下ストッパー２６０に当接した後、傾動されるか
ら、運転時に、前フラップ１００および下フラップ２００の姿勢が変化（僅かに傾動する
等）した場合でも、正規の運転停止時の姿勢（図６の（ａ）参照）に停止する。よって、
室内機１の吹出口６３は閉じられ、美観が保たれる。
　なお、前記各ステップの順番が限定されないことや、下フラップ２００あるいは前フラ
ップ１００をそれぞれ下ストッパー２６０および前ストッパー１６０に当接させるステッ
プを省略してもよいことは、冷房運転開始時の動作に同じである。
【００３１】
　（傾動機構その１）
　次に、図１１～図１４を参照して傾動機構その１について説明する。
　図１１～図１４は、傾動機構その１を説明するものであって、図１１は構成する構成部
材を分解して示す斜視図、図１２～１３は傾動機構その１の構成部材の動作を示す側面図
である。図１１～図１４において、前フラップ１００および下フラップ２００は、それぞ
れ独立に傾動されるものであって、前フラップ１００を傾動する第１ステッピングモータ
ー１９０および下フラップ２００を傾動する第２ステッピングモーター２９０が、本体１
０の隔壁８０に設置されたモーターケース９０に収納されている。以下、傾動機構につい
て詳細に説明する。
【００３２】
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　（第１制動部材）
　図１１において、前フラップ１００に設置された前フラップアーム１０１のうち隔壁８
０に最も近い前フラップアーム１０１には、第１制動部材１１０が一体的に傾動するよう
に設置される。
　第１制動部材１１０は、断面円形の軸部１１１と、軸部１１１に設置された円盤部１１
２と、円盤部１１２に形成された円弧状凹部１１３と、第１ステッピングモーター１９０
の傾動軸に連結される端部１１４と、を有している。
【００３３】
　（第２制動部材）
　下フラップ２００に設置された下フラップアーム２０１のうち隔壁８０に最も近い下フ
ラップアーム２０１には、第２駆動部材２１０が一体的に傾動するように設置される。
　第２駆動部材２１０は、断面円形の軸部２１１と、軸部２１１に設置された駆動フラン
ジ２１２と、駆動フランジ２１２の先端に設置された駆動ピン２１３と、第２ステッピン
グモーター２９０の傾動軸に連結される端部２１４と、を有している。
　また、第２駆動部材２１０は、第２連結部材２３０を介して第２制動部材２４０に連結
される。第２連結部材２３０は、連結アーム２３１と、連結アーム２３１の両端部にそれ
ぞれ設置された連結ピン孔２３３、２３４を有している。
　第２制動部材２４０は、軸部２４１と、軸部２４１の中心を中心とする扇形からなる扇
状部２４２と、軸部２４１に設置された制動フランジ２４３と、制動フランジ２４３の先
端に設置された制動ピン２４４と、を有している。
【００３４】
　（隔壁軸受）
　一方、隔壁８０には、第１制動部材１１０の軸部１１１を傾動自在に軸支する隔壁軸受
８１と、第２駆動部材２１０の軸部２１１の隔壁８０側を傾動自在に軸支する隔壁軸受８
２と、第２制動部材２４０の軸部２４１を傾動自在に軸支する隔壁軸受８４と、が設けら
れている。このとき、隔壁軸受８４は、隔壁軸受８１と隔壁軸受８２との間にあって、三
角形状に配置されている。
【００３５】
　（モーターケース）
　また、モーターケース９０には、第２制動部材２４０の軸部２４１の第１ステッピング
モーター１９０側を傾動自在に軸支する軸受（図示しない）が設けられているが、当該軸
受または隔壁軸受８４の一方を省略してもよい。
　さらに、モーターケース９０には、これを隔壁８０に設置するためナット（図示しない
）が貫通する貫通孔９８が形成され、隔壁８０には、貫通孔９８に対応した位置に隔壁雌
ネジ８９が形成されている。なお、第１ステッピングモーター１９０および第２ステッピ
ングモーター２９０は、公知の手段によってモーターケース９０に設置されている。
【００３６】
　そして、前フラップ１００に接続された第１制動部材１１０の軸部１１１は隔壁軸受８
１によって、下フラップ２００に接続された第２駆動部材２１０の軸部２１１は隔壁軸受
８２によって、第２制動部材２４０の軸部２４１は隔壁軸受８４およびモーターケース９
０に設けられた軸受（図示しない）によって、それぞれ傾動自在に軸支される。
　また、第２連結部材２３０の連結ピン２３３および連結ピン２３４は、それぞれ、第２
駆動部材２１０の駆動ピン２１３および第２制動部材２４０の制動ピン２４４に傾動自在
に係止する。
【００３７】
　（運転停止時における傾動機構）
　図１２に示す運転停止（休止）時において、前フラップ１００は略鉛直に起立し、下フ
ラップ２００は略水平に倒伏している（図６の（ａ）参照）。
　このとき、前フラップ１００の第１制動部材１１０の円弧状凹部１１３は略鉛直に起立
している。また、第２駆動部材２１０の駆動フランジ２１２は起立し、第２連結部材２３
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０を上方に押し上げている。そのため、第２制動部材２４０の扇状部２４２は略水平に倒
伏している。
　そして、円弧状凹部１１３の円弧面（凹面）と扇状部２４２の円弧面（凸面）とが当接
している。したがって、前フラップ１００を傾動しようとしても、前記当接が傾動を阻止
するから、前フラップ１００を傾動させることができない。すなわち、前フラップ１００
はロックされた状態にある。
【００３８】
　（運転時における傾動機構）
　図１３において、第２ステッピングモーター２９０が第２駆動部材２１０を時計回りに
傾動している（紙面の裏から見れば、反時計回りに傾動している）から、駆動フランジ２
１２は倒伏している。このため、第２連結部材２３０は引き下げられ、第２制動部材２４
０も時計回りに傾動している。すなわち、扇状部２４２は倒立し、その円弧部は第１制動
部材の円弧状凹部１１３から離れているから、前フラップ１００は傾動自在になっている
。すなわち、前フラップ１００のロックが外れた状態（以下「アンロック」と称す場合が
ある）になる（図６の（ｃ）参照）。
【００３９】
　図１４において、第１ステッピングモーター１９０を起動して、前フラップ１００を反
時計回りに傾動すれば、前フラップ１００を略水平に倒伏することができる。そして、こ
の状態で、今度は、下フラップ２００を反時計回りに傾動しようとすると、第２制動部材
２４０の扇状部２４２の先端が、第１制動部材１１０の円盤部１１２に当接するから、傾
動することができない。なお、図には両者の間に隙間を設けているから、正確には該隙間
分だけ傾動する（図６の（ｅ）参照）。
【００４０】
　以上のように、室内機１では前記傾動機構を有し、第１制動部材１１０と第２制動部材
２４０とのロックまたはアンロックによって、前フラップ１００または下フラップ２００
が不用意な傾動をしないから、前フラップ１００と下フラップ２００とを近接して配置し
ても、両者が傾動の際に、干渉することがない。
　よって、前フラップ１００と下フラップ２００とによって吹出口６３を、隙間を比較的
狭くして覆うことが可能になる。すなわち、吹出口６３は、前フラップ１００の前フラッ
プ表面１００ａと下フラップ２００の表面とによって意匠性が担保される。
【００４１】
　なお、以上の各図は、模式的に描くものであって、相互の位置や大小関係は図示するも
のに限定するものではない。また、第１制動部材１１０と第２制動部材２４０とは円弧状
の当接面の広い範囲において当接しているが、第１制動部材１１０の円弧状凹部１１３を
平面にして、第１制動部材１１０が所定の角度だけ傾動したときにのみ、第２制動部材２
４０に部分的に当接するようにしてもよい。また、円盤部１１２は第２制動部材２４０と
の当接面が形成されればよいから、円形である必要はない。
【００４２】
　（傾動機構その２）
　次に、本発明は傾動機構を限定するものではないから、傾動機構その２を例示する。
　図１５～図１８は、傾動機構その２を説明するものであって、図１５は構成する構成部
材を分解して示す斜視図、図１６～１７は傾動機構その２の構成部材の動作を示す側面図
である。
【００４３】
　（第１制動部材）
　図１５において、前フラップ１００に設置された前フラップアーム１０１のうち隔壁８
０に最も近い前フラップアーム１０１には、第１制動部材１２０が一体的に傾動するよう
に設置される。
　第１制動部材１２０は、断面円形の軸部１２１と、軸部１２１に設置されたカム部１２
２と、第１ステッピングモーター１９０の傾動軸に連結される端部１２４と、を有してい
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る。このとき、カム部１２２は段差部１２３が形成された端面カムであって、段差部１２
３を境に、径大部１２２ａと、径大部１２２ａより軸部１２１の中心からの距離が小さい
径小部１２２ｂとを、有している。
【００４４】
　（第２制動部材）
　下フラップ２００に設置された下フラップアーム２０１のうち隔壁８０に最も近い下フ
ラップアーム２０１には、第２制動部材２２０が一体的に傾動するように設置される。
　第２制動部材２２０は、断面円形の軸部２２１と、軸部２２１に設置されたカム部２２
２と、第２ステッピングモーター２９０の傾動軸に連結される端部２２４と、を有してい
る。このとき、カム部２２２は段差部２２３が形成された端面カムであって、段差部２２
３を境に、径大部２２２ａと、径大部２２２ａより軸部２２１の中心からの距離が小さい
径小部２２２ｂとを、有している。
【００４５】
　（シーソー部材）
　シーソー部材３００は、アーム部３０４と、アーム部３０４の中央に設けられた揺動軸
３０３とを有している。以下、アーム部３０４の一方の先端を第１先端３０１、他方の先
端を第２先端３０２と称す。
【００４６】
　（隔壁軸受）
　一方、隔壁８０には、第１制動部材１２０の軸部１２１を傾動自在に軸支する隔壁軸受
８１と、第２制動部材２２０の軸部２２１を傾動自在に軸支する隔壁軸受８２と、シーソ
ー部材３００の揺動軸３０３の隔壁８０側を傾動自在に軸支する隔壁軸受８３が、設置さ
れている。
　なお、シーソー部材３００の揺動軸３０３のモーターケース９０側は、モーターケース
９０に設けられた軸受（図示しない）によって傾動自在に軸支されているが、該軸受また
は隔壁軸受８３の一方を省略してもよい。
【００４７】
　（運転停止時における傾動機構）
　図１６の（ａ）に示す運転停止（休止）時において、前フラップ１００は略鉛直に起立
し、一方、下フラップ２００は略水平に倒伏している（図６の（ａ）参照）。
　このとき、前フラップ１００に一体的に接続された第１制動部材１２０の径小部１２２
ｂは上方に位置し、一方、下フラップ２００に一体的に接続された第２制動部材２２０の
径大部２２２ａは上方に位置し、径大部２２２ａにシーソー部材３００の第２先端３０２
が当接している。また、シーソー部材３００の第１先端３０１は、第１制動部材１２０の
径小部１２２ｂに当接または僅かな隙間を空けて対向している。
【００４８】
　したがって、前フラップ１００を反時計回りに傾動しようとすると、シーソー部材３０
０の第１先端３０１に第１制動部材１２０の段差部１２３が当接して、シーソー部材３０
０を時計回りに傾動させようとするものの、シーソー部材３００の第２先端３０２は第２
制動部材２２０の径大部２２２ａに当接しているから、前フラップ１００を反時計回りに
傾動させることができない。すなわち、前フラップ１００はロックされた状態にある。
【００４９】
　（運転時における傾動機構）
　図１７に示す運転開始時において、第２ステッピングモーター２９０が第２駆動部材２
１０を時計回りに傾動している（紙面の裏から見れば、反時計回りに傾動している）から
、第２制動部材２２０の径小部２２２ｂが上方に位置している（図６の（ｃ）参照）。
　そうすると、シーソー部材３００の第２先端３０２は第２制動部材２２０の径小部２２
２ｂに当接するまで、傾動（揺動）することができる。
【００５０】
　図１８において、第１ステッピングモーター１９０を起動して、前フラップ１００を反
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参照）。
　すなわち、シーソー部材３００は、前記のように傾動（揺動）することができるから、
 第１制動部材１２０が反時計回りに傾動すると、カム部１２２の径大部１２２ａはシー
ソー部材３００の第２先端３０２に当接してシーソー部材３００を傾動させる。すなわち
、前フラップ１００の傾動はロックが外れた状態（アンロックに同じ）になる。このとき
、シーソー部材３００の第２先端３０２は第２制動部材２２０の径小部２２２ｂに当接ま
たは僅かな間隔を空けて対向している。
【００５１】
　また、下フラップ２００を反時計回りに傾動しようとすると、シーソー部材３００の第
２先端３０２が第２制動部材２２０の段差部２２３に当接して、シーソー部材３００を反
時計回りに傾動させようとするものの、シーソー部材３００の第１先端３０１は第１制動
部材１２０の径大部１２２ａに当接しているから、下フラップ２００を反時計回りに傾動
させることができない。すなわち、下フラップ２００はロックされた状態にある。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明によれば、冷房運転時に、上下風向板への露の付着を防止することができるから
、家庭用および事業用の各種空気調和機の室内機として広く利用することができる。
【符号の説明】
【００５３】
　１：室内機、１０：本体、２０：送風ファン、３０：熱交換器、４０：前パネル、５０
：吸込口、６０：ファンケーシング、６１：ケーシング前部材、６２：ケーシング後部材
、６３：吹出口、６４：ケーシングフランジ、６５：ケーシング軸受、７０：下面、８０
：隔壁、８１：隔壁軸受、８２：隔壁軸受、８３：隔壁軸受、８４：隔壁軸受、８９：隔
壁雌ネジ、９０：モーターケース、９８：貫通孔、１００：前フラップ、１００ａ：前フ
ラップ表面、１００ｂ：前フラップ裏面、１０１：前フラップアーム、１０２：前フラッ
プ回転軸、１１０：制動部材、１１１：軸部、１１２：円盤部、１１３：円弧状凹部、１
１４：端部、１２０：制動部材、１２１：軸部、１２２：カム部、１２２ａ：径大部、１
２２ｂ：径小部、１２３：段差部、１２４：端部、１６０：前ストッパー、１９０：ステ
ッピングモーター、２００：下フラップ、２００ａ：下フラップ表面、２００ｂ：下フラ
ップ裏面、２０１：下フラップアーム、２０２：下フラップ回転軸、２１０：駆動部材、
２１１：軸部、２１２：駆動フランジ、２１３：駆動ピン、２１４：端部、２２０：制動
部材、２２１：軸部、２２２：カム部、２２２ａ：径大部、２２２ｂ：径小部、２２３：
段差部、２２４：端部、２３０：連結部材、２３１：連結アーム、２３３：連結ピン孔、
２３４：連結ピン、２４０：制動部材、２４１：軸部、２４２：扇状部、２４３：制動フ
ランジ、２４４：制動ピン、２６０：下ストッパー、２９０：ステッピングモーター、３
００：シーソー部材、３０１：先端、３０２：先端、３０３：揺動軸、３０４：アーム部
、Ａ２：角度、Ａ４：角度、Ａ６：角度、Ａ８：角度、Ｂ２：角度、Ｂ４：角度。
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